
自然公園指導員のみなさまへ
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自然公園指導員とは

　自然公園指導員は、国立公園及び国定公園の保護と適正な利用のために、動
植物保護や美化清掃、事故防止等の利用者指導、情報提供などを行う、環境省
が委嘱するボランティアです。

　自然公園指導員制度は、昭和32年に始まります。当時は、
自然保護思想や利用マナーは普及しておらず、また、登山
の大衆化により国立公園内の山岳で遭難事故が多発し、公
園利用者の公衆道徳と遭難事故が大きな問題となっていま
した。このような背景から、119名の臨時指導員が当時の
厚生省国立公園部長から委嘱されました。
　昭和41年に自然公園指導員と改称され、現在、全国でお
よそ2,000人が委嘱されています。

・ 公園利用者に対し、柔軟な対応で適切な指導がで
きること。

・ 公園の保護と適正な利用の推進に関心があり、ボ
ランティアとして事務所等に協力する意思がある
こと。

・ 自然公園法などの関係法規又は自然に関する見識
を有し、かつ、これらについて更なる理解に努め
るとともに、他の公園利用者の模範となるよう自
然公園法や公園利用マナーを遵守すること。

自然公園指導員に
必須の資質

自自自自自自自自自自自自自自自

・ 自然の状況や公園利用施設の状況な
ど、特定の公園の実情に詳しいこと。

・ 日本山岳協会認定の山岳指導員、日
本水泳連盟認定の水泳指導員等、自
然公園利用に伴う事故防止について
見識があること。

・ 公園に関する事務に関わったことが
あるなど、自然公園法等について精
通していること。

その他、
必須ではないが
期待される資質
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阿寒摩周

31 奄美群島
32 やんばる
33
34

厚岸霧多布昆布森

中央アルプス
57
58

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島

自然公園指導員の活動地域
～国立公園・国定公園等一覧～

　わが国を代表するすばらしい自然の風景地やそれに準ずる
地域について、それぞれ、国立公園と国定公園に指定されて
います。
　全国で国立公園は34ヵ所、国定公園は58ヵ所あり、これら
の公園では、自然の保護とともに、野外レクレーションの場
としての利用がなされています。

※ 原生自然環境保全地域・自然環境保全地域：自然環境保全法に基づき、自然環境の保全や生物の多様性の確保のために指定された地域

上記３つは厳格には活動エリア
ではないので、参考としてください



〉〉〉 公園利用者への指導
　　     利用者が好ましくない行為をしているか、

しようとしている場合に注意する

1mission

●活動に当たっての主な留意事項

●主な活動

3

自然公園指導員の活動

※地域によって規制行為が異なるため、詳細は自然公園法を確認すること。

●動植物の採取・捕獲・殺傷、土石の採取

●規制地域へのスノーモービルや車などの乗り入れ

● 特定の山で適用されているルール（ストックカバーの着用、携帯トイレの利用など）
の無視

●指定地域以外でのキャンプ、焚き火●占拠・ゴミ捨て・著しい騒音

例

・ 活動に当たっては、自然公園指導員身分証及び自然公園指導員手帳を携帯し、腕章及び記章を着用
すること。

・ 国立公園にかかる活動に関しては環境省地方環境事務所・自然環境事務所（出先の自然保護官事務所・
国立公園管理事務所を含む）と、国定公園にかかる活動に関しては都道府県自然公園担当と連絡調
整を行うよう努めること。特に国立公園においては、地域を管轄する自然保護官・国立公園管理官
と直接話をするよう努めること。

・ 指導に際しては、利用者に不快な念をいだかせることのないよう丁寧な態度で接すること。
・ 各自の安全確保には十分注意すること。
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〉〉〉 事故予防
　　  利用者に注意喚起したり、情報提供を行う

3mission

例

●橋や手すりの損傷、がけ崩れの恐れがある場所
●危険な場所での水泳
●不十分な装備での登山
●悪天候時の行動
●公園利用者への情報提供
※ただし、遭難救助は指導員の任務ではない。

〉〉〉 情報の収集と報告
　　  動植物・施設の変化に目を配り、
　　  担当部局に報告をする

2mission

※その他、詳しい留意事項については、自然公園指導員手帳のp.8 ～をご覧ください。

例

●外来種の繁殖

●自然植生の変化

●登山道、案内板など
　公園施設の損傷・老朽化

〉〉〉 自然解説
　　  利用者に自然への理解を
　　  深めてもらう

4mission

● 公園利用者からの質問には可能な範囲で
解説

●公園の見どころやビジターセンターの紹介

例
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FAX

報告書の提出
　「リアルタイム情報」と「年間活動報告」の2種類あります。
手続きは以下のとおりとなります。

　速やかな対応が必要な事柄に関する報告については、「報告書様式１」により、随時、地方環境事
務所（国立公園の場合）又は都道府県（国定公園の場合）にご連絡ください。

具体例

●リアルタイム情報

国立公園で活動している場合

案内板の損傷を発見

最寄の地方環境事務所・
自然環境事務所に連絡

※連絡内容は報告書様式１による

自然保護官等が処理

国定公園で活動している場合

案内板の損傷を発見

最寄の都道府県自然公園担当に連絡

※連絡内容は
　報告書様式１による

都道府県職員等が処理
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4 30
4 1 3 31

　１年間（４月１日～翌年3月31日）の状況については、「報告書様式２」により、４月30日までに
報告書を作成し、推薦者に提出してください。

報告書様式2により前年度1年間の活動について報告書を作成

活動地域にかかわらず推薦者に翌年4月30日までに提出
　推薦者：地方環境事務所長又は都道府県知事又は自然公園指導員に関係する団体の長

推薦者が各指導員の報告書をとりまとめ、自然環境局長に提出

※推薦者は委嘱通知書に記載されています。
※報告書の様式については、以下のサイトでダウンロード可能です。
　http://www.env.go.jp/nature/park/coacher.html

●年間活動報告



TEL FAX

北海道地方環境事務所 060-0808 北海道札幌市北区北8条西2丁目 
札幌第1合同庁舎3F

011-299-1950 011-736-1234

釧路自然環境事務所 085-8639 北海道釧路市幸町10-3 
釧路地方合同庁舎4F

0154-32-7500 0154-32-7575

東北地方環境事務所 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-2-23 
仙台第二合同庁舎6F

022-722-2870 022-722-2872

関東地方環境事務所 330-9720 埼玉県さいたま市中央区新都心1-1 
さいたま新都心合同庁舎1号館6階

048-600-0516 048-600-0517

中部地方環境事務所 460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸2-5-2 052-955-2130 052-951-8889

信越自然環境事務所 380-0846 長野県長野市旭町1108 
長野第一合同庁舎

026-231-6570 026-235-1226

近畿地方環境事務所 530-0042 大阪府大阪市北区天満橋1-8-75
桜ノ宮合同庁舎４F

06-6881-6500 06-6881-7700

中国四国地方環境事務所 700-0907 岡山県岡山市北区下石井1-4-1 
岡山第2合同庁舎11Ｆ

086-223-1577 086-224-2081

九州地方環境事務所 860-0047 熊本県熊本市西区春日2-10-1 
熊本地方合同庁舎B棟4F

096-322-2400 096-322-2445

沖縄奄美自然環境事務所 900-0022 沖縄県那覇市樋川1-15-15 
那覇第一地方合同庁舎1F

098-836-6400 098-836-6401

環境省自然環境局　国立公園課　国立公園利用推進室
〒100-8975　東京都千代田区霞ヶ関1-2-2 中央合同庁舎5号館
Tel 03-3581-3351（代表）　Mail koen_prize@env.go.jp

https://www.env.go.jp/park/

都道府県連絡先については、自然公園指導員手帳をご覧ください。

〈環境省地方環境事務所等  一覧〉

発行：令和6年3月


